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学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマ
スタープランは、科学者コミュニティの代表とし
ての日本学術会議が、各学術分野が必要とする、
学術的意義の高い大型研究計画を網羅し体系化す
ることにより、ひいては学術の発展に寄与すると
ともに、学術の方向性に重要な役割を果たす我が
国の大型研究計画のあり方について一定の指針を
与えることを目的として策定するものである。

「学術の大型施設計画・大規模研究計画（大型研究計画）
に関するマスタープラン」の目的と策定

（「第24期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針」より）



大型研究計画は、実施期間 5～10 年程度、総額数十億円

超（上限は特に定めない）の予算規模を有する、個々の
学術分野のコミュニティ全体でコンセンサスが得られて
いる大型施設計画もしくは大規模研究計画とする。公募
により提案を受け付ける。その選定においては学術上の
意義を最も重要な要件とする。

大型研究計画の選定

（「第24期学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン策定の方針」より）



「重点大型研究計画」の選定プロセス

重点大型研究計画は、学術大型研究計
画の中でも特に優先順位が高く、国や地
方自治体等によって予算化され、可及的
速やかに推進されるべきもの

重点大型研究計画ヒアリング対象提案
区分I：59件

学術大型研究計画応募提案
全165件（区分I：150件，区分II：15件）

「学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン」

学術大型研究計画（マスタープラン）
全161件（区分I：146件，区分II：15件）

重点大型研究計画
区分I：31件（うち「継続」15件）

文科省
「学術研究の大型プロジェクトの推進に
関する基本構想ロードマップの策定」

科学者コミュニティ

学協会・学会連合，教育研究機関（大学，研究所等）

大型研究計画の提案
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学術会議における評価



評価の観点

日本学術会議「提言：第24期学術の大型研究計画に関するマスタープラン」(マスタープラン2020) 
http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-t286-1.pdf

１）計画の学術的意義（国際性や国際連携についても観点に含める）

２）科学者コミュニティの合意（コミュニティの拡がり及び合意のレベルも観点に含める）

３）計画の実施主体の明確性（合意のレベルについても観点に含める）

４）計画の妥当性（装置等の開発・制作・設置だけでなく，運用計画とその後の計画，それぞれに

必要な期間や予算措置についても含める）

５）共同利用体制の充実度
６）社会的価値（国民の理解，知的価値，経済的・産業的価値，SDGsへの貢献等）

７）大型研究計画としての適否

※重点大型研究計画の選定にあたっては，これらの観点に加えて

８）成熟度
９）我が国としての戦略性，緊急性



全161件中，地球惑星科学関連計画は13件掲載された

○区分I（全146件）：新規提案及びマスタープラン2017に掲載され今回改訂された提案
＜地球惑星科学分野＞ 9件

施設 24-2 太陽地球系結合過程の研究基盤形成 ○（継続）
研究 24-3 地球惑星科学・諸科学・社会とのミュオグラフィ連携研究基盤構築
研究 24-1 衛星を用いた全地球観測システムの構築
研究 24-1 極域科学の新展開：氷床変動に起因する海水変動予測のための拠点観測
施設 24-1 地球惑星研究資料のアーカイブ化とキュレーションシステムの構築
研究 24-2 革新的“質量分析技術”開発で拓く宇宙・地球・生命科学
研究 24-2 戦略的火星探査・周回・探査技術実証機による火星宇宙天気・気候・水環境探査（MACO）計画
研究 24-2 惑星探査コンソーシアムプロジェクト：太陽系における生命生存環境の探求
研究 24-3 広域観測・微視的実験の拠点連携による沈み込み帯プレート地震メカニズム研究の新展開

＜融合領域＞ 3件
研究 32-1 航空機観測による気候・地球システム科学研究の推進
研究 32-1 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化
研究 32-1 飛行艇を用いた臨床地球惑星科学の創成

○区分II（全15件中）：現在実施中の計画 1件
＜地球惑星科学分野＞
研究 24-1 火星衛星探査計画 MMX

■学術の大型施設計画・大規模研究計画に関するマスタープラン2020



■重点大型研究計画策定に向けたヒアリング対象提案 （全59件中 ３＋2＝５件）

＜地球惑星科学分野＞ 3件
19 研究 24-3 地球惑星科学・諸科学・社会とのミュオグラフィ連携研究基盤構築
95 研究 24-2 革新的“質量分析技術”開発で拓く宇宙・地球・生命科学
98 研究 24-3 広域観測・微視的実験の拠点連携による沈み込み帯プレート地震メカニズム研究の新展開
＜融合領域＞ 2件
27 研究 32-1 航空機観測による気候・地球システム科学研究の推進
30 研究 32-1 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化

■重点大型研究計画 （全31件中 ２＋２＝４件） 区分I（新規16件）＋区分II（15件）

＜地球惑星科学分野＞ 2件
18 施設 24-2 太陽地球系結合過程の研究基盤形成 ○（継続）
19 研究 24-3 地球惑星科学・諸科学・社会とのミュオグラフィ連携研究基盤構築
＜融合領域＞ 2件
27 研究 32-1 航空機観測による気候・地球システム科学研究の推進
30 研究 32-1 深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化



応募提案数 学術大型研究計画 ヒアリング対象 重点大型研究計画
（新規135+継続15） （新規131+継続15） （新規のみ59） （新規16+継続15）

～ 97 % ～ 45 %        ～ 27 %

※融合領域は新規２件採択

※地惑分野は概ね平均的

※物理分野は母数が大きく
ヒアリングに強い

■区分I

（） は内数



文部科学省
ロードマップ2020





■物理学分野
(ヒアリング16件)

ハイパーカミオカンデ

J-PARC

理化学研究所加速器

次世代直線衝突型加速器

：採択課題

：天文学・宇宙物理学分野

SKA



評価の高い計画

0．計画の成熟度（完成度）が高い
1．学術的意義が明快・明確
2．関係する広い分野・コミュニティの合意がある
3．国際的優位性がある，緊急性が認められる
4．実施主体が明確，学術的な影響力・波及効果が大きい，・・・

評価の低い計画
0．計画が十分練られてないようにみえる
1．学術的意義が不明確・漠然としている
2．類似計画がある（広い分野・コミュニティでの議論・合意レベルが不十分？）
3．緊急性が認められない
4．実施主体が不明確，学術的な影響力・波及効果が限定的，・・・



地球惑星科学コミュニティの評価



地球惑星科学分野の大型研究計画
ヒアリングを実施

■主催：日本学術会議 地球惑星科学委員会及び地球・惑星圏分科会

■目的：地球惑星科学分野の大型研究計画の策定を継続的に支援する

地球惑星科学コミュニティ自身が，よりよい計画に改善するために支援

(1) 前回からの継続課題のフォローアップ及び新規大型研究計画の創出

(2)  マスタープラン2020非採択課題もしくは新規提案課題においては，
今後の改定での採択に向けた支援

(3)  今後の文部科学省「重点研究」等の採択に向けた支援

(4)  その他「地球惑星科学分野の科学・夢ロードマップ」に沿った計画の
ポリッシュアップ

※公募前年度の5月，12月，公募後5月にJpGUでヒアリング実施



2021年度第1回地球惑星科学分野大型研究計画
ヒアリング（2021/6/26）

※第25期日本学術会議における次期大型研究計画に関するマスター

プラン(マスタープラン2023) は，現時点でまだ実施されるか決まっ

ていない．

今回のヒアリングは，マスタープランの次期改定の可能性を念頭に

置いたものだが，「地球惑星科学分野の科学・夢ロードマップ」に

沿った中長期的な構想における地球惑星科学分野における大型研究

計画を広く議論する場として実施する．

・コミュニティの合意は必須事項．

・科研費で実施すべき課題は対象としない．



大型研究計画ヒアリングプログラム 全16件 (2021/6/26)

深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化 （日比谷 紀之）

地球惑星科学・諸科学・社会とのミュオグラフィ連携研究基盤構築 （田中宏幸）

航空機観測による気候・地球システム科学研究の推進 （高橋暢宏）

●太陽地球系結合過程の研究基盤形成 （山本 衛）

地球惑星研究資料のアーカイブ化とキュレーションシステムの構築 （小宮剛）

革新的”質量分析技術”開発で拓く宇宙・地球・生命科学 （寺田 健太郎）

●次世代太陽風観測装置 （岩井 一正）

機動的観測の展開による南極域の環境変動と全球への影響 （野木 義史）

●月面利用における宇宙生命科学研究プロジェクト （二川健）

●複数衛星の編隊飛行による同時多点観測に基づく宇宙地球結合系探査計画「FACTORS」 （平原 聖文）

●惑星探査コンソーシアムプロジェクト：ヴァーチャルネットワークの統括による宇宙開発新時代への飛躍 （竝木則行）

●国際宇宙探査計画と連動した火星宇宙天気・候・水環境探査(MIM)計画 （関華奈子）

広域観測・微視的実験の拠点連携による沈み込み帯プレート地震メカニズム研究の新展開 （木下正高ほか）

●惑星科学、生命圏科学、および天文学に向けた紫外線宇宙望遠鏡計画 （土屋史紀）

大気水圏科学データの蓄積・解析基盤形成 （榎本 剛）

衛星を用いた全球地球観測システムの構築 （六川 修一）

MP2020
重点大研究
採択課題

●惑星科学会関係，●SGEPSS関係？



評価の観点

a. 項目評価
(１) 学術的価値
(２)  実施主体の明確性（責任を果たせる体制になっているか）

科学者コミュニティの合意（他の提案との重複の有無なども含む）

(３)  計画の妥当性，成熟度，共同利用体制の充実度
(４)  社会的価値（国民の理解，知的価値，経済的・産業的価値など）

(５)  大型研究計画としての適否
(６)  国家としての戦略性，緊急性

b. 総合評価（ブレイクスルーを期待できるかなども考慮）
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